
患者ID：@PATIENTID 2013.5.10作成

様 頭頸部化療（ｱｰﾋﾞﾀｯｸｽ+FP療法）

身長 $HEIGHT01_Doc cm

指示者 体重 $WHEIGHT01_Doc kg

コース数 体表面積 #VALUE! m2

day1 day2 day3 day4 day8 day15
投与時間 投与経路

(

(
最小単位5mg

(
最小単位10mg

⑨ 内服

⑩ 内服

投与手順

day1

day2-4

初回の計算値

#VALUE!

⑤ 経過観察

②

60分 経過観察

イメンド１セット(day1～3まで内服) day1-3に服用

点滴

アービタックス

　初回：400mg/m2

　2回目以降250mg/m2

初回120分
2回目以降

60分
点滴生食250mL

点滴③ ３0分

2回目以降の計算
値

デカドロン(0.5mg)8錠2×朝昼食後3日分
day2-4

⑧ ソリタT3号500mL 100mL/hr 点滴

アロキシ1V
デカドロン3.3mg 3A

生食50ｍL

ポララミン注1A
生食50mL

15分

@USERNAME

生理食塩水500ｍＬ①

)mg/body

#VALUE! 計算値

④

)mg/body

#VALUE!

⑦

生理食塩水1000ｍＬ

24時間 点滴

@PATIENTNAME

薬物/実際の投与量

ルートキープ 点滴

5ＦＵ1000mg/ｍ2

)mg/body

#VALUE! 計算値

day2-4に服用

⑥

生理食塩水250mL

2時間 点滴
ランダ100ｍｇ/ｍ2

15分
②

ルートキープ

実施印

①

③ 30

①
24時間

④
上記参照

経過観察

60分⑤
⑥ ⑦

⑧

2時
24時間

100mL/hr

⑧
100mL/hr

④終了と同時

にｲﾒﾝﾄﾞ服用



スケジュール

　

注意
CDDPの量が500mg/m2を超えたときは蓄積性の神経毒性に配慮し、慎重投与での継続か、CDDP中止の検討をする。
適用条件は24ｈクレアチニンクリアランス50ｍL/min以上
75歳以上、24ｈクレアチニンクリアランス50ｍL/min以下の患者は慎重投与

１日目
①～⑨

1週目 2週目 3週目

1コース 2コース

2～3日

目
⑦⑧⑩

1週目

採血 採血 採血

4日目

⑦⑧⑪

１日目
①～⑨

8日目
①②④

⑤

15日目
①②④

⑤


